
第1回総合教育会議資料
日時 令和７年８月20日（水） 14時～
場所 第一委員会室



1 地域振興・地域支援に関すること 2 地域振興審議会の運営に関すること。 3 佐伯創生推進総合対策事業に関すること。

4 水源の里に関すること。 5 離島振興に関すること。 6 小規模集落に関すること。
7 市民との協働に関すること。 8 観光地域づくり法人に関すること。 ９ 地域おこし協力隊に関すること。

10 移住定住対策に関すること。 11 空き家バンク等の利活用に関すること。

地域振興課ふるさと振興係の事務分掌及び人員地域振興課ふるさと振興係の事務分掌及び人員

NO 役 職 係員の業務
1 課⾧補佐兼総括主幹 係の総括、移住・定住推進会議、予算編成、各種調査、事務分掌にない

ものなど

2 副主幹 空き家バンク事業、空き家利活用補助金、特定地域づくり事業協同組合、
地域おこし協力隊、大手前情報発信館、空き家無料相談会、DMOなど

3 副主幹 移住相談会、移住就業応援給付事業補助金、コミュニティ助成事業、
全国水源の里、ローカル10000プロジェクト、移住関係情報発信業務
（さいき暮らしな日゛、市ホームページ、インスタグラム）など

4 副主幹（再任用） 移住支援事業補助金、お試し滞在補助、田舎暮らし本掲載及びランキン
グ、移住者交流会、ワークトライアル事業（関係人口）、KIISAなど

5 事務員 地域振興審議会、佐伯創生推進総合対策事業、離島振興、小規模集落等
支援事業、係の施設管理など

【係員の業務】
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【移住・定住推進係の事務分掌】



１ 移住に関する補助金
①移住応援給付事業補助金の支給（R7:移住就労応援援給付事業補助金）
②移住支援事業補助金の支給
③空き家利活用促進事業補助金の支給
④お試し滞在事業補助金の支給

２ 移住相談会の参加
・毎月開催している大分県の東京・大阪・福岡の事務所やふるさと回帰支援センター
主催の移住相談会に定期的に参加。（オンライン相談希望時はその対応を実施）

３ 情報発信
・移住者向けポータルサイト「さいき暮らしな日゛」や移住促進ガイドブックの活用。

４ 空き家バンク事業
・増加する市内の空き家の活用を図るため、移住者向けに空き家の活用を促す取組。

５ 地域おこし協力隊の採用
・都市部から移住して地域活性化などに取組む人材を採用。

６ 移住者交流会
・本市に移住してきた方を対象に年１回の移住者交流会を開催。

佐伯市の移住支援について佐伯市の移住支援について
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年 度 世 帯 数 人 数 増 減

平成２９年度 40世帯 81人 ―

平成３０年度 56世帯 122人 41人

令和  元  年度 45世帯 96人 -26人

令和  ２  年度 41世帯 81人 -15人

令和  ３  年度 45世帯 94人 13人

令和  ４  年度 62世帯 140人 44人

令和  ５  年度 61世帯 135人 -5人

令和  ６  年度 65世帯 122人 -13人

※本市の移住・定住に係る支援補助事業を活用して転入された方
（佐伯市移住応援給付補助金・佐伯市移住支援補助金、空き家利活用促進補助金）

佐伯市の移住に関する実績について（移住者数）佐伯市の移住に関する実績について（移住者数）
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【施策による移住者数の実績】

年 度 施策による
移住者数

Uターン数
（）は割合

Iターン数
（）は割合

平成29年度 81人 50人（61.7％） 31人（38.3％）

平成30年度 122人 57人（46.7％） 65人（53.3％）

令和元年度 96人 52人（54.2％） 44人（45.8％）

令和2年度 81人 40人（49.4％） 41人（50.6％）

令和3年度 94人 45人（47.9％） 49人（52.1％）

令和4年度 140人 78人（55.7％） 62人（44.3％）

令和5年度 135人 66人（48.9％） 69人（51.1％）

令和6年度 122人 33人（27.1％） 89人（72.9％）

・令和５年度までは、IターンとUターンは同数に近かったが、令和６年度はIターンが多かった要因としては、
佐伯特定地域づくり事業協同組合により、学卒の新採用が２０人程度あったことも影響していると考えら

れる。
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年 度 世 帯 数 人 数 県内順位

平成２９年度 66世帯 105人 3位

平成３０年度 107世帯 177人 2位

令和  元  年度 97世帯 150人 4位

令和  ２  年度 94世帯 141人 4位

令和  ３  年度 69世帯 125人 5位

令和  ４  年度 59世帯 90人 6位

令和  ５  年度 99世帯 149人 4位

令和  ６  年度 117世帯 173人 4位

※大分県外からの移住者で5年以上定住の意思のある方
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年 度 1位 2位 3位 4位 5位 6位

日田市 豊後高田市 佐伯市 臼杵市 日出町
３８９人 １１６人 １０５人 ８３人 ５２人

日田市 佐伯市 由布市 豊後高田市 臼杵市
２９３人 １７７人 １４９人 １４４人 ７１人

日田市 豊後高田市 由布市 佐伯市 津久見市
１９３人 １５５人 １５５人 １５０人 ６２人

日田市 豊後高田市 由布市 佐伯市 大分市
２６１人 １７７人 １７４人 １４１人 ９０人

日田市 由布市 豊後高田市 大分市 佐伯市
２６９人 １９１人 １６９人 １２７人 １２５人

大分市 日田市 豊後高田市 由布市 国東市 佐伯市
２５８人 ２３８人 １４５人 １３８人 １１１人 ９０人

大分市 日田市 由布市 佐伯市 国東市 豊後高田市
２２９人 ２２６人 ２０５人 １４９人 １３８人 １３０人

日田市 由布市 大分市 佐伯市 豊後高田市 別府市
２４４人 ２０５人 １９４人 １７３人 １４５人 １１８人

※大分県外からの移住者で5年以上定住の意思のある方

平成３０年度

平成２９年度

令和  ６  年度

令和  ５  年度

令和  ４  年度

令和  ３  年度

令和  ２  年度

令和  元  年度
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移住に関する補助金について移住に関する補助金について
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令和７年度は補助要件に変更ありませんが、      令和７年度補助金額 
補助金額が変更になっています。 
補助対象区分や補助額は右表を参照してください。 

項  目 県外移住者補助額 県内移住者補助額 
購  入（1/4 補助） 80 万円/最大 40 万円/最大 
改  修（2/3 補助） 80 万円/最大 40 万円/最大 
家財処分（10/10 補助） 10 万円/最大 10 万円/最大 

※購入と改修はあわせて、県外：最大 80 万円まで、県内：最大：40 万円までの補助です。 
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◆交通費補助の額
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さいき暮らしな日゛
https://saiki-iju.com/

スマホ、タブレットにも対応

ナ ビ

情報発信:移住者向けポータルサイトについて情報発信:移住者向けポータルサイトについて
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生活に必要な主要施設はあるの・・・
※マップにより表示
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※動画により紹介

13



住むための空き家を探したいけれどあるの・・・

360度VRカメラ内覧のイメージ

空き家バンク物件の閲覧が充実！ 登録物件数が、サイト上に
70件以上UPされてるよ！

360度ぐるっと見渡せます！
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佐伯市での仕事はどうやって探すの・・・
※求人検索が充実
（ハローワーク
求人情報を取得）
毎週金曜日更新
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※求人の検索結果は、
詳細に表示可能です。
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（令和7年3月作成）

情報発信：移住促進ガイドブックについて

17



移住促進ガイドブック
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移住促進ガイドブック
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移住促進ガイドブック
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移住促進ガイドブックの刷新
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移住促進ガイドブック 令和７年度以降の補助事業
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移住促進ガイドブック
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空き家バンクとは、本市内にある空き家の有効活用を通して、定住の促進
による地域の活性化を図るもので、移住者受皿として佐伯市が物件の登録
を行っています。移住者が空き家バンク物件を購入することで、空き家の
活用が図られ、老朽危険空き家になるリスクが軽減されます。

空き家バンク事業について空き家バンク事業について

◆空き家バンク事業の新規登録件数 （単位：件）

蒲江 合計鶴見 米水津

0

53売　買 23 9 1 1 3 1 5 2 8

賃　貸

54

1両　方 1

合　計 23 9 1 1 3 1 6 2 8

佐伯 上浦 弥生 本匠 宇目 直川

◆空き家バンク事業の成約件数 （単位：件）

※（ ）は市内居住者と成約した物件数

3

(1) (12)

31

0

(12)

31

合計

(2) (1) (1)

宇目 直川 鶴見 米水津 蒲江

3 1 1 5 3

佐伯 上浦 弥生 本匠

売　買
14 4

(8)

賃　貸
(0)

合　計
14 4 3 1 1 5

(8) (2) (1)

◆令和6年度空き家バンク事業の新規登録件数

◆令和6年度空き家バンク事業の成約件数
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【 空き家バンク事業による成果 】

年 度 新規登録件数
成約件数

（ )市内者成約 移住者成約数 移住者数
Uターン数
（）は割合

Iターン数
（）は割合

平成29年度 31件 11件（2件） 9件 17人 4人（23.5％） 13人（76.5％）

平成30年度 36件 20件（9件） 11件 18人 2人（11.1％） 16人（88.9％）

令和元年度 37件 33件（18件） 15件 34人 9人（26.5％） 25人（73.5％）

令和2年度 32件 23件（8件） 15件 15人 0人（ 0％） 15人（100 ％）

令和3年度 24件 24件（8件） 16件 17人 3人（22.2％） 14人（77.8％）

令和４年度 40件 25件（8件） 17件 18人 4人（22.2％） 14人（77.8％）

令和５年度 47件 27件（6件） 21件 25人 8人（32.0％） 17人（68.0％）

令和６年度 54件 31件（12件） 19件 30人 1人（0.03％） 29人（96.7％）

・空き家バンク物件を購入してＩターン移住する方がUターン移住より圧倒的に多いので、確実に成果は
上がっている。
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⑤地域おこし協力隊設置事業

地域おこし協力隊とは、総務省が2009年度から実施している制度です。都市部から過疎化が進む
地域に移住した人が、自治体の委嘱を受けて地域の問題解決や活性化のための活動を行います。
活動内容は地域によって異なり、まちづくり支援、観光資源の発掘、イベントの実施など多岐に
わたります。地域おこし協力隊の目的は、地域活性化と隊員の定住・定着を促進することです。

NO 業 務 内 容 人数（）は現役隊員の人数

1 地域活性化推進業務（周辺部対策） 15人（現役2人）

2 食育・有機農業推進業務 9人（現役1人：有機農業）

3 離島振興業務 6人

4 観光振興業務 4人

5 中心市街地活性化推進業務 4人（現役1人）

6 エコパーク推進業務 2人

7 移住定住推進業務 2人（現役1人）

8 農林サポート人材バンク業務 1人

9 水産業振興業務 1人

10 国際交流業務（ベトナム） 1人

11 漫画による情報発信業務 1人（現役1人）

合 計 46人（現役6人）

地域おこし協力隊の採用について地域おこし協力隊の採用について

【地域おこし協力隊の現状について】
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【地域おこし協力隊の実績】
NO 項 目 内 容

1 現役の隊員数 6人（個人事業主採用：6人）

2 平成23年度以降の採用人数 46人

3 3年満期完了の隊員数 19人

4 任期途中退任の隊員数 21人

5 退任後の定住者数 18人（隊員数）

6 今年度採用の隊員数 3人

7 平成23年度以降の定住率 45.0％

8 平成29年度以降の定住率 60.9％（ミッションが明確になったため向上）

（平成２３年度～令和６年度まで）
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移住者交流会の実施について移住者交流会の実施について
移住後のサポートのために、年１回移住者交流会を実施しています。

年 度 内 容 開催場所 参加者数

令和4年度 そば打ち体験 本匠水車茶屋「なのはな」 25人（大人18人・子ども7人）

令和5年度 アユのチョン掛け体験 番匠川漁協「チョン掛け体験施設」 41人（大人28人・子ども13人）

令和6年度 ごまだし作り体験 さいき城山桜ホールキッチンコート 16人（大人14人・子ども2人）

R4:そば打ち体験 R5:アユのチョン掛け体験 R6:ごまだし作り体験
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佐伯市の移住の取組は以上です。
•本市の、県内市町村の移住者数ランキングは、例年常に上位に
位置しています。

•移住者が候補地として選択する条件には、移住時の一時的な支
援金だけでなく、移住後の生活がしやすいかなど、生活全般に
関わりのある各種施策（子育て支援や教育環境など）が求めら
れますので、関係部署との連携が必要になってきます。

•今後も県内自治体の年間ランキング１位を達成できる様、施策
の構築に取り組んでまいります。

御清聴ありがとうございました。
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